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政治学概論
(Introduction on Politics)

授業科目名(科目の英文名) 区分・【新主題】/（分野） 授業形式

対面

必修 2 2

教育学部　　
≪令和２年度
以降入学生用

≫

月5

氏名  鄭　敬娥

E-mail   jeong@oita-u.ac.jp   内線

必修選択 単位 対象年次 学部 学期 曜・限

担
当
教
員

主に使用する言語

日本語

その他に使用する言語 担当形態

単独

1　日本の政治の基本的な仕組みを理解できる。
2　諸外国との比較のなかで日本の特徴を浮き彫りにする。
3　日本と国際社会との関係のあり方を考える。

授
業
の
概
要

目標1

目標2

目標3政治的課題や問題点について、自分なりの解決策を提示できるようになる。

目標4

目標5

目標6

目標7

各DPへの関連度（計10）

1 2 3 4 5 6 7

○ ○ ○ ○ ○

3 3 1 1 2

○ ○

○ ○ ○

日本の政治の基本的な仕組みや運用を理解する。

日本の政治の特徴を諸外国の比較の中で説明できる。を浮き彫りにする。

具体的な到達目標                                                                                            DP等の対応(別表参照)

目標8

目標9

目標10

授業の内容

政治学とは1

鉄の三角同盟2

多元的民主主義3

官と民の関係4

大企業と政治5

選挙と政治6

地方分権7

マスメディアと政治8

国会9

内閣と総理大臣10

官僚11

戦後日本の政治①：敗戦と冷戦のはじまり12

戦後日本の政治②：吉田ドクトリンと戦後外交13

戦後日本の政治③：憲法と平和主義14

総括15

ア
ク
テ
ィ
ブ

 A:知識の定着・確認

 B:意見の表現・交換

 C:応用志向

 D:知識の活用・創造

日本の政治に関して自分から課題を見つけて、その歴史と背景などを調
べて、プレゼンテーションを行う。

授業で扱っている政治学の基本的理論を下に、現実の政治が理
解できるよう、時事的なトピックを適宜扱う。

○

○

○
工
夫
そ
の
他
の

ラ
ー
ニ
ン
グ

授業時間外
学修の内容
と想定時間

次回に取り上げるテーマについて、新聞や雑誌などから過去に争点になった出来事を調べて、自分なりに仮説を用意する。（例えば、日本の選挙
制度。選挙制度改革の背景と問題点など）（15h)準備学修

事後学修

授業で扱った内容を振り返り、自分の仮説と照らし合わせて、問題点や足りなかった観点などを明らかにする。随時ワークシートの記入とレポー
ト（30h)

45想定時間合計

教科書
特になし。その都度、資料やプリントを提示。

参考書
北山俊哉他編『はじめて出会う政治学：構造改革の向うに』（有斐閣アルマ、2009年）ISBN-10  :  4641123683
苅部直・宇野重規・中本義彦編『政治学をつかむ』（有斐閣、2011年）ISBN-10  :  4641177155



評価方法 割合
目標
1

目標
2

目標
3

目標
4

目標
5

目標
6

目標
7

授業の貢献度

プレゼンテーション

期末試験

20% ○ ○

30% ○ ○

50% ○ ○

成
績
評
価
の
方
法
及
び
評
価
割
合

目標
8

目標
9

目標
10

注意事項
各自、一回は自分の興味に沿った内容のプレゼンテーションを行う。

備考
日頃から日本の政治に関心を持ち、ニュースや新聞に目を通しておく。

リンク
URL


